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　また、国際交流事業として、中央労福協海外
労働者福祉視察団への派遣及び蘇州市総工会の
第 14 次業務考察訪日団の招聘・受入れについて
決定したほか、フレンドパーク石川の貸室料金
改定や会議室改装工事の着手について確認した。
　報告では、各事業団体の総会開催や、「福祉
なんでも相談」「ジョブいしかわ」の相談受付、

「子育て支援事業」の会員登録・補助金支払、各
地域ライフ・サポートセンター総会開催の状況
に続き、中央労福協の全国研究集会における研
修概要、勤労者互助会総代会及び中部ブロック
会館協議会定期総会の開催について、それぞれ
報告し了承した。
　また、各会員団体及びフレンドパーク石川の
状況報告があり、各々の団体の現況を相互に確
認し、終了した。
　理事会での各種委員等の決定を受け、労福協
の本年度の具体的取組が更に前進した。

＜労福協人事委員会＞
委員長　狩山　久弥　労福協理事長、連合石川会長
委　員　柚木　　光　労福協副理事長、北陸労金県本部長
委　員　中村　栄一　労福協副理事長、全労済県本部長
委　員　西田　満明　労福協理事、連合石川事務局長
委　員　天満　信夫　労福協監事、連合石川副会長
委　員　中川　　博　労福協理事、連合石川副会長
委　員　浅野　　正　労福協専務理事

＜福祉基金管理委員会＞
委員長　狩山　久弥　労福協理事長、連合石川会長
委　員　湊　　政彦　石川県商工労働部労働企画課長
委　員　宮田　敏之　金沢市経済局労働政策課長
委　員　柚木　　光　労福協副理事長、北陸労金県本部長
委　員　中村　栄一　労福協副理事長、全労済県本部長
委　員　宮下　　亮　労福協理事、石川労信協理事長

委　員　横山　和男　労福協理事、石川生協連会長理事
委　員　西田　満明　労福協理事、連合石川事務局長
委　員　浅野　　正　労福協専務理事
事務局　上野　貞彦　労福協事務局長

<事業団体連絡会議＞
委　員　山口　　隆　労福協理事、北陸労金県副本部長
委　員　鈴木　正美　労福協理事、全労済専務執行役員
委　員　久冨　象二　労信協専務理事
委　員　青海万里子　石川生協連専務理事
委　員　中野　俊一　勤体協事務局長
委　員　吉田　寿子　労福協理事、勤文協
委　員　宅本　門示　労福協理事、さわやか U 事務局長
委　員　浅野　　正　労福協専務理事
事務局　上野　貞彦　労福協事務局長

各委員会の構成

「ライフ・サポートセンター活性化委員会設置」
「蘇州市総工会訪日代表団の招聘・受入れ」
「海外労働者福祉視察団への派遣」　を確認

　労福協は、７月 16 日（水）フレンドパーク石
川において第３回理事会を理事監事 16 名が出
席して開催した。
　狩山久弥理事長が「労福協創立 50 周年式典、
第 53 回通常総会の開催にあっては、各位の協
力で無事終えられたことに感謝する。当面する
課題を協議いただき、これからの活動に反映し
ていきたい。」と挨拶した後、議事に入った。
　本年度の各種団体役員の就任、各種委員の選任
を確認したのに続き、ライフ・サポートセンター
活性化委員会を新たに設置することが承認され、
今年度の課題に向けた取組体制を確認した。
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福祉グラウンド・ゴルフ中央大会実行委員会開催 災害ボランティア・コーディネーター養成研修会の参加

ろうふく“むすび”ネット 婚活イベント
　第６回ろうふく・むすび・ネット「はじける
出会い・ラッキーストライクボウリング！」を
７月 19 日（土）マンボウ小松にて開催し、石川
県内の働く独身の男性 17 名、女性 16 名、合
計 33 名が参加した。ボウリング場の１階パー
ティールームにおいて、浅野専務から熱い！開
催の挨拶があり、続けて参加男女の自己紹介タ
イムを行った。その後２階フロアに移り、男女
それぞれにボウリングを楽しんだ。ボウリング
では、ストライクやスペアなどで男女のハイ
タッチや笑顔のコミュニケーションが見られ良
い雰囲気となった。ボウリング終了後、１階の
パーティールームに戻りフリーランチタイムで
更に交流を深め、最終のマッチング投票を行っ
た。投票の集計を行っている間に、ボウリング
の個人成績をもとに景品を渡した。その後の
マッチング発表では、少し緊張の中、なんと４
組のカップルが誕生し、上野事務局長からお祝
いの品を進呈した。ボウリング（スポーツ系）交

流イベントは初めての試みで、男性の参加応募
は、あっと言う間に定員を超えたが、女性の参
加応募がいつもより少なく、若干心配されたも
のの、実際イベントが始まると意外にもボウリ
ングで男女が仲良くなり参加者のアンケートに
もほとんどの方から、「楽しかった！」とコメン
トをいただいた。今回出会った方々が、今後も
素敵な交際を続けていただければ嬉しい。

　石川労福協・ライフ・サポートセンターは、
７月 24 日（木）フレンドパーク石川において「第
12 回福祉グラウンド・ゴルフ中央大会第１回
実行委員会」を開催した。
　金沢市グラウンド・ゴルフ協会、県障害者ス
ポーツ協会など関係団体から７名が出席し、大
会の開催日程や開催要項を協議決定した。
　今年の大会は、10 月８日（水）午前９時（受付
は８時 30 分から）に、金沢市大和町の「金沢市民
芸術村　大和町広場」において、270 名の選手を
擁して開催することのほか大会運営について確
認し、実施に向けた具体的な取組みを決定した。

労福協・LSC　太田　敏信

　労福協 50 周年を記
念した事業として、
災害ボランティア・
コーディネーターの

養成を取り組むこととなっており、今回、石川県
及び（公財）石川県県民ボランティアセンターの主
催による研修会に参加し、災害ボランティア・コー
ディネーターとしての基礎、ボランティア本部の
運営、被災者ニーズの把握などを学習した。
　この研修会は、同主催者が６月 21 日～ 22 日
に能登会場、７月５日～６日に加賀会場として
２回開催するもので、労福協・ライフ・サポー
トセンターから能登会場に１名、加賀会場に４
名がそれぞれ参加した。
　両日共にビッシリと組まれた研修メニューに
従い、講師からボランティア活動の研修を受け、
研修後、受講終了証を受領し、災害時における
ボランティア活動に備えることができた。研修
会に参加された方はお疲れ様でした、災害時に
おけるご活躍を期待する。
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第２回地方労福協会議

（７月 25 日現在）

開催日 曜日 　　　　行　　事 　　会　　場
7 月 26 日 土 食みどり水 NW 海洋資源学習会 千里浜海岸、千里浜レストハウス

29 日 火 労信協 理事会 フレンドパーク石川
30 日 水 石川県勤労者共済生協第 59 回通常総代会、全労済石川第５回代表者会議 労済会館

8 月　4 日 月 労福協 第１回事業団体連絡会議 フレンドパーク石川
5 日 火 第 1 回ライフ・サポートセンター活性化委員会 　　〃

　　　〃 〃 中央労福協 第 46 次海外労働者福祉視察団 事前研修会 東京都
7 日 木 中部労福協　第２回労働者福祉運動の理念・歴史・リーダー養成講座（～８日）愛知労福協

　　　〃 〃 食みどり水 NW 幹事会 教育会館
　　　〃 〃 全国会館協 第３回幹事会（〜 8 月） 静岡県

9 日 土 金沢 LSC 退職前セミナー 労済会館
18 日 月 中部労福協　第２回幹事会（～ 19 日） 福井市
21 日 木 労福協 第４回理事会 フレンドパーク石川
30 日 土 勤文協 第 43 回絵画・陶芸展作品受付（～ 31 日） フレンドパーク石川

9 月　4 日 木 勤文協 第 43 回絵画・陶芸展（～７日） しいのき迎賓館
　　　〃 〃 中央労福協 事業団体・地方労福協合同会議（～５日） 東京都

7 日 日 勤文協 第 43 回絵画・陶芸展表彰式・合評 しいのき迎賓館
11 日 木 全国会館協　第 44 回定期総会（～ 12 日） 広島市
16 日 火 勤文協 ミニ講座「ワンポイントレッスン」写真 フレンドパーク石川

　　　〃 〃 勤文協 第 43 回絵画・陶芸展野々市展（～ 22 日） 野々市　カメリア
20 日 土 金沢 LSC　ろうきんフェスタ 2014 県産業展示館 2 号館
24 日 水 中部ブロック会館協 2014 年度第１回幹事会 滋賀県

これからの行事予定

　７月３日（木）～４日（金）、福岡市において
「第２回地方労福協会議」が開催され、浅野正専
務理事が就任して以来初めて出席した。
　会議は、全国の労福協の専務理事や事務局長
が集い、中央労福協の今後の具体的な取り組み
やブロックごとの活動報告と時代に沿った課題
の研修を行うもので、１日目は、中央労福協遠
藤幸男副会長の挨拶の後、中央労福協大塚敏夫
事務局長が前回会議以降の取り組みを報告し、
その後５ブロック労福協から活動状況が報告さ
れた。続いて、大塚事務局長から今後の取り組
みについて①政策制度に関する要求と提言、②
生活底上げ・福祉強化キャンペーンの取り組み
などの課題について説明が行われた。
　今年度の自治体要請事項では、社会的に排除
された人々の就労を通じた社会参加を促進する

担い手として「協同労働の協同組合」の育成・支
援の強化と来年４月から実施される生活困窮者
自立支援制度を実行力あるものにしていくため
に具体的実施方法の確立などを求めていくこと
が強調された。
　また、本年 10 月～ 11 月を「生活底上げ・福
祉強化キャンペーン」期間と位置づけ、連合の

「STOP THE 格差社会！　暮らしの底上げキャ
ンペーン」と連携し、社会的に広がりのある運
動を取り組んでいくことが提案された。具体的
には、政策制度要求や労済・労金の利用促進な
どが取り組む課題として挙げられ、石川労福協
としての具体的な取り組む課題や方法などは今
後の理事会で決定していくものとしている。
　２日目には、グリーンコープ連合常務理事の
行岡みち子氏が「グリーンコープの生活設計の
取り組みと生活困窮者自立支援法」を演題に「生
活再生相談者には、相談者に寄り添った丁寧な
相談を行うことを基本として、就職には慌てず、
ボランティアから始めさせることや家計相談を
親身になって解決・改善していくことが大切で
ある」と講演され、今後、石川でのサポート事
業への良い参考となった。また、他県の事例や
さまざまな方から意見を聞くことができた有意
義な会議であった。

労福協　専務理事　浅野　正
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北陸労働金庫第 13 回通常総会

　６月 24 日（火）石川県立音楽堂において、北
陸労働金庫第 13 回通常総会が代議員 253 名出
席のもと開催された。
　中西吉明石川県副知事、狩山久弥連合石川会
長からの祝辞のあと、富山県・福井県の連合会長、
北陸三県の労福協代表が来賓として紹介された。
　上田弘志理事長は、「物価上昇と景気向上に
より経済動向は好転に向かっている。しかし少

キャンペーン期間中、他金融機関住宅ローンの 
返済予定表をご持参いただき、 
借換試算をしていただいた方および、 
ご紹介いただいた方にうれしいプレゼント！ 

好評につき 
2015年3月31日まで 
期間を延長しました！ 

お申込みは 
お早めに・・・ 

●小松支店
小松市東町

－

●珠洲支店
珠洲市飯田町 部

－

●本店
金沢市芳斉

－

●金沢南支店
金沢市泉本町

ー

●羽咋支店 
羽咋市旭町ア

－

●松任支店
松任市八ﾂ矢町

－

●七尾支店 
七尾市袖ｹ江町ﾊ部

－

●能美支店 
能美市寺井町イ

－

●輪島支店
輪島市河井町 部

－

石川県内 
  店舗一覧表 

ホームページで最新情報をお届けしています。

●大聖寺支店
加賀市大聖寺地方町

－

●石川県庁出張所
金沢市鞍月

－

子高齢化の進行、労働人口の減少は、ろうきん
運営に影響を及ぼすと想定される。また、北陸
地域は住宅ローン激戦区で金利競争が厳しく、
ろうきんの主力である住宅ローンの収益悪化が
懸念されており、事業環境に厳しさが増す状況
である。しかしながら、次世代システム（アール・
ワン）への移行や社会貢献事業の取り組みなど
により、会員の利便向上を図るとともに「生活総
合福祉金融機関」として、安心・健全・貢献を
もとに、良質な金融サービスの提供により、愛
される金融機関となるよう努めていくので、更
なるご支援をお願いします。」と挨拶があった。
　 続 い て、2013 年 度 の 当 期 純 利 益 が
９億５百万円となった業務報告があり、議案
審議では、年４％を配当とする余剰金処分案、
2014 年度計画による融資残高増加目標 10 億 23
百万円、預金残高目標 90 億円の重点取組み施
策、役員補充選任の件等が提案され、全ての議
案が承認された。
　最後に「会員・勤労者の生活向上への運動を展開
しよう」等の総会スローガンが採択され閉会した。
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メーデー協賛「第 46 回写真サロン展」が開幕

勤労者文化協会会長賞
「光跡」

砂井　とみ子（金沢市）

招待奨励賞
「霧の朝」

宮西　清紀（七尾市）

加賀市長賞
「昼下り」

中川　多津夫（金沢市）

七尾市長賞
「夜明の棚田」

松本　悦子（かほく市）

白山市長賞
「静寂」

川本　征夫（白山市）

金沢市長賞
「煌き」

浅森　久雄（金沢市）

能美市長賞
「古木の想い」
南　修二（能美市）

小松市長賞
「静寂のとき」
橋田　隆吉（金沢市）

北國新聞社長賞
「戯れ」

荒川　芳男（金沢市）

輪島市長賞
「ある日ある時」
山下　静子（金沢市）

第85回メーデー賞
「雨のメーデー」
下野　久雄（志賀町）

　勤文協（石川県勤労者文化協会）は、第
85 回石川県統一メーデー協賛の「第 46 回
勤労者写真サロン展」を５月 29 日（木）小
松市民ギャラリー「ルフレ」での展示を
皮切りに、加賀展、白山展、輪島展、七
尾展と県内を巡回し、７月３日（木）から
の金沢市広坂の「しいのき迎賓館」での展
示を最後に開催した。「しいのき迎賓館」
の展示には、フローラルアートの作品も
添えられて会場に彩りを加え、多くの来
場者の鑑賞となった。
　また、最終日の７月６日（日）に行われ
た審査員による合評では、多くの出品者
が興味深く目と耳を傾け、次作への意気
込みを感じさせ、全日程を終えた。
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金
沢
）42
分
25
秒

　

②
中
田
愛（
野
々
市
）42
分
58
秒

　

③
道
下
恵（
七
尾
）43
分
15
秒

▽
３
部（
同
男
子
50
歳
以
上
）

　

①
木
下
孝
浩（
富
山
）38
分
26
秒

　

②
木
村
浩
久（
三
重
）38
分
46
秒

　

③
米
谷
誠（
金
沢
）38
分
59
秒

▽
４
部（
同
女
子
50
歳
以
上
）

　

①
井
床
善
絵（
兵
庫
）45
分
35
秒

　

②
前
沢
京
子（
富
山
）46
分
13
秒

　

③
吉
田
詩
子（
白
山
）46
分
49
秒

▽
５
部（
ハ
ー
フ
男
子
18
～
49
歳
）

　

①
和
田
瞬（
白
山
）1
時
間
11
分
33
秒

　

②
鈴
木
聖
夫（
愛
知
）1
時
間
12
分
53
秒

　

③
井
村
光
孝（
愛
知
）1
時
間
13
分
40
秒

▽
６
部（
同
女
子
18
～
49
歳
）

　

①
坂
口
瑛（
高
岡
）1
時
間
29
分
30
秒

　

②
金
子
有
希（
富
山
）1
時
間
32
分
2
秒

　

③
松
村
博
子（
金
沢
）1
時
間
40
分
39
秒

▽
７
部（
同
男
子
50
歳
以
上
）

　

①
小
島
裕
幸（
福
井
）1
時
間
20
分
31
秒

　

②
内
田
武
史（
大
阪
）1
時
間
22
分
31
秒

　

③
笠
島
浩
孝（
越
前
）1
時
間
28
分
19
秒

▽
８
部（
同
女
子
50
歳
以
上
）

　

①
東
郁
子（
富
山
）1
時
間
40
分
32
秒

　

②
杉
岡
泉（
岐
阜
）1
時
間
41
分
45
秒

　

③
西
部
清
子（
高
岡
）1
時
間
50
分
17
秒

第
47
回
石
川
県
勤
労
者
夏
季
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
小
松
大
会　

６
月
29
日

小
松
市
ス
カ
イ
パ
ー
ク
こ
ま
つ
翼

　

①
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ 

Ｍ
ｅ
ｔ
’ｓ

　

②
黒
龍
軒

　

③
居
酒
屋 

新

第
47
回
石
川
県
勤
労
者
夏
季
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
金
沢
大
会　

７
月
13
日

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
運
動
広
場

　

①
マ
シ
ナ
リ
ー
ズ

　

②
Ｇ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ 

Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｓ

　

③
県
職
パ
ワ
ー
ズ

第
47
回
石
川
県
勤
労
者
夏
季
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会　

７
月
20
日

い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

▽
男
子
１
組

　

①
Ｄ
Ｏ
Ｕ
Ｂ
Ｌ
Ｅ

　

②
獏
羅
天

　

③
ダ
ブ
ル
ク
ラ
ッ
チ

▽
女
子
１
組

　

①
ル
ー
ザ
ー
ズ

　

②
Ｔ
ｒ
ｏ
ｕ
ｂ
ｌ
ｅ 

Ｍ
ｅ
ｍ
ｂ
ｅ
ｒ

　

③
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ュ
ン
イ
ノ
ベ
ー
タ

2014能登島ロードレース

退職前セミナー

退職前セミナー

　７月６日（日）七尾市能登島で「ひょっこり
のとじま 2014 能登島ロードレース大会」が、
地元をはじめとした多くのボランティアの協
力により開催された。
　天候に恵まれた今大会には、36 都道府県
から 1,767 名の選手が参加し、ハーフコース、
10km コースに分かれ、計８部門でそれぞれ
健脚を競った。

　 ７ 月 12 日
（ 土 ）午 前 ９ 時
30 分 よ り 小 松
市民センターにおいて、小松能美地域ライフ・
サポートセンター主催の「退職前セミナー」を開
催した。
　当日は、谷内美穂子社会保険労務士より「年
金制度の仕組み」「働き方と保険の関係、手続
等について」などが説明され、ご夫婦での参加
も含め、総勢 28 名の参加者は、真剣な面持ち
で講演を聴き入っていた。
小松・能美地域 LSC　事務局長　村田　達成

職前セミナー
を開催した。
　加賀会場で
の開催は初め
てということ
もあり、一般
参加者が少な
かったものの総勢 11 名が参加した。
　社会保険労務士法人ウィズの栄重光氏らが、
退職後における年金の話や老後の医療、公的制
度等に関わる説明をし、参加者等は日頃なかな
か聞く事の出来ない話に一語一句聞き逃さない
よう真剣に聞き入っていた。
　講義終了後の質疑応答では、非常に難しい内
容である為、出来ればプロジェクターなどを使
用した説明方法を取り入れてほしいといった率
直な参加者の要望や意見もあった。それほどに、
参加者にとって貴重で、重要なセミナーであっ
たのだと感じさせられた。
　この様な活動を通して、今後もライフ・サポー
トセンターの活動をアピールしていきたいと思う。

加賀地域 LSC　事務局長　永井　達也

小松・能美地域 LSC

加賀地域 LSC

　加賀地域ライフ ･ サポートセンターは、7 月
19 日（土）加賀市文化会館の会議室において退


